
令和２年度　石岡市立南小学校グランドデザイン

【具現的施策】
○ 分かる授業，読解力・思考力・表現力を高める授業の展開

○ 学習課題の工夫と共に学び合う授業づくり（ＩＣＴの活用）

（ 課題理解 → 探求 → 共有 → 振り返り ）

○ 定着の場の設定による基礎的・基本的な知識・技能の習得

・ 授業内での振り返り， 家庭学習の習慣化

○ 一部教科担任制の導入（中・高学年）

○ 外国語教育・活動の充実（指導と評価）

○ 個に応じた教育（特別支援教育も含む）の充実

○ テスト結果の分析・改善策の検討，計画的な教員研修の実施

【数値目標】
・ 「学力診断のためのテスト」 → 前年度との差 各教科＋２ｐ

・ 児童学習充実度 ９０％以上 ・ 家庭学習実施 １００％

学 校 組 織 マ ネ ジ メ ン ト に 基 づ く 学 校 経 営

○ ＲＰＤＣＡサイクルの活用 ○ 教員評価・学校評価の活用 ○ 組織の活性化

学校教育目標 豊かな人間性をもち 何事にも主体的に取り組む児童の育成

○ 何事にも本気で打ち込む児童

○ 互いのよさを認め合い,相手を思いやる心をもつ児童

○ 心身ともに健康で，最後までがんばる児童

・教育に情熱を持ち児童

の夢を育てる教師

・子どもの気持ちを理解

できる教師

・ 資質や指導力の向上

に努める教師

【具現的施策】
○ 考え議論する道徳の展開により「思いやりの心」の育成

○ 児童の主体による学校行事や縦割り班活動の推進

○ 互いのよさを認め合い，自分のよさを発揮できる場の設定

・ 成就感の育成（「褒めて伸ばす」指導）

○ 児童に寄り添う指導の徹底

・ 児童の変化（いじめ）の早期発見・対応

○ 学校・家庭・地域が一体となった「あいさつ運動」の展開

【数値目標】
・ 進んであいさつができる児童 ９０％以上

・児童の生活満足度 ９０％以上

めざす教師像めざす児童像

・ 思いやりと活力に満ち

た学校

・ 互いが認め合い，学び

合い，成長できる学校

・ 保護者，地域から信頼

される学校

めざす学校像

【具体的施策】
○ 「ふるさと学習」の充実を図る（調査，まとめ，発信）

・ 地域人材（学習ボランティア）や校外での学習の活用

○ 保幼小中連携の推進（中学校卒業までを見据えた教育）

○ 開かれた学校に向けた取組の実施

・ 学校行事や授業の積極的な公開

・ 保護者・地域への積極的な情報発信（各種通信・ブログ等）

○ 「学校評価」の活用（学校運営の見直し）

【数値目標】

・ 地域での体験（交流）活動 各学年２回以上

・ 小中連携 年５回以上 ・ 学校公開日 １５日以上

・ ブログ発信 ３日に１回

【具体的施策】
○ 体育の授業の充実（サーキットトレーニングの導入）

○ 健康・安全に関する自己管理能力の育成

（ 避難訓練，薬物乱用防止教室，スマホ活用教室等）

○ 自己理解及び夢の実現に向けての指導の充実

・ キャリア・パスポートの効果的な活用

【数値目標】

・ 朝食摂取率 ９５％以上

・ 小中連携引き渡し訓練 年１回実施

・ 体力テスト Ａ＋Ｂ 昨年度＋５％

・ 交通事故（児童・教職員） ０件

『学力向上」プラン 『思いやりの心育成』プラン

『安全・健康』プラン 「地域連携』プラン

① 主体的・対話的な視点での授業づくり ② 思いやりの心を育てる教育の充実

③ 心身の健康および安心・安全な学校づくり ④ 組織の活性化と教員の資質・能力の向上

⑤ 学校（保幼小中）間および家庭・地域との連携の推進

学 校 経 営 の 重 点

本県の目標
ひとりひとりの能力を開発し 豊かな人間性をつちかう

じょうぶな体をつくり たくましい心を養う

郷土を愛し協力し合う心を育てる

本市の目標
一人一人の学力の向上を図る

たくましい心とからだの育成を図る

つよい意志と豊かな情操を育てる

郷土を愛し協力し合う心を育てる

４ つ の プ ラ ン


